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報道解禁：日本時間2026年○月○日○時・○日〇刊
	Comment by YCUkoho: ロゴ・機関名：他機関との共同リリースの場合は追加します。2026年〇月〇日
横浜市立大学
○○○○○
○○記者会・○○記者会・○○記者クラブ
同時発表




タイトル（研究成果を簡潔に・25文字程度）	Comment by YCUkoho: タイトル：「○○を解明」「○○を発見」「○○に成功」など研究の成果を簡潔に。
記者に訴える場合、わかりやすさとインパクトが重要。専門用語はできるだけ避けてください。何に役立つのかまでを記載できると尚良い。
（必要があればサブタイトルを追加）

横浜市立大学 ○○○○らの研究グループは、	Comment by YCUkoho: リード文：主語は横浜市大所属の筆頭著者、責任著者のみ（共同研究先は機関名のみ）記載。本学の研究者DBにリンクを張ります。
研究成果の概要について、研究の特徴と結果、今後の影響や効果を簡潔に。専門用語はできるだけ避けてください。
今後の展開で世の中にどのような影響・効果があるのか、また、次の学術研究への波及効果などまで記載できると尚良い。



　本研究成果は、◇◇誌「　　　」に掲載されます。（○○時間20XX年XX月XX日XX時）	Comment by 小松　茜（横浜市大 広報担当）: ・公開後の論文は、時間表記不要
・公開前の論文は、基本「日本時間」で記載する
　	Comment by YCUkoho: 研究成果のポイント：記者が記事を作成する助けになるよう、研究の注目すべき重要な点を記載。新規性、独自性、どういう課題解決につながるか、○○において○○な点で重要な知見、など（研究の概要図や研究のポイントになる画像などがあれば挿入。
　本研究をわかりやすくする助けになるもの、リード文にある内容を示す図、など。）

※文中で説明をしている箇所に（図1）と挿入してください。
※図が何を示しているかわかるように、キャプションでご説明ください。
※できるだけ、図中の用語は日本語でご記載ください。

研究成果のポイント　（3点程度、１点40字程度）
· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

図1　キャプション（フォントサイズ　9pt）

研究背景	Comment by YCUkoho: 研究背景：今回の研究を行う目的が分かるよう、その研究が求められる社会背景を記載。
・研究を行う必然性、従来の研究状況、今までの問題点
・本研究前に分かっていたこと・予想されること　など
※研究内容や今後の展開は記載不要。



研究内容	Comment by YCUkoho: 研究内容：リード文の研究成果を導いた過程を記載。
・研究で用いた材料、機器、研究の手順
・研究で得られた成果の詳細
※図や写真は後段の参考に記載。




今後の展開	Comment by YCUkoho: 今後の展開：研究成果を踏まえて記載。
・得られた成果から予想される効果や期待
・次に取り組む課題や工夫していくこと
・次の学術研究への波及効果　など




研究費	Comment by YCU_sato: 論文の謝辞に記載の研究費など、主たる研究費を記載してください。
本研究は、○○○費、○○○事業の支援を受けて実施されました。



論文情報
タイトル：
著者：
掲載雑誌：
DOI：

お問い合わせ先
横浜市立大学 所属 肩書 氏名
Tel：045-　　　　　　　　　　　　　@yokohama-cu.ac.jp
　　※研究者のお名前・電話番号・メールアドレスの記載は任意ですが、リリース
配布日に問い合わせ対応ができるようにお願いいたします。
横浜市立大学 研究・産学連携推進課　kenkyu-koho@yokohama-cu.ac.jp









[image: テキスト が含まれている画像

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]	Comment by YCUkoho: SDGsロゴ：最後のページを参照の上、該当するロゴをお知らせください。



	Comment by 佐藤律子（横浜市大 研究・産学連携推進課）: 横浜市立大学主導で行うプレスリリースの場合、こちらのバナーを入れさせていただいております。





[bookmark: _Hlk69214402]参考
用語説明	Comment by YCUkoho: 説明する用語は多くなりすぎないよう注意。最大10個目安。
説明文は、である調で、体言止めしても構いません。
＊1 ○○○○（○○○）：


＊2 ○○○○：



図、画像、表Sample
※文中で説明をしている箇所に（図No）と挿入してください。
※図が何を示しているかわかるように、キャプションでご説明ください。

図No：キャプション（フォントサイズ　9pt）


参考文献など


＜枚数＞
全体（参考資料除く）の文章量が多くなりすぎないよう、各項目の文字数を調整してください。A4で2～4枚が目安です。

＜文章＞
原則、本文は「ですます調」で記載をお願いします。
参考文献や用語説明は、である調や体言止めも可です。

＜フォントサイズ＞
○フォント　和文：游ゴシック　　欧文（英数字）：Segoe UI
○サイズ　タイトル：16pt（※boldとする）　本文：10.5pt（※見出しはboldとする）

※本学では、17の目標と169のターゲットからなる「持続可能な開発目標（SDGs）」の目標達成に向けた活動を推進しています。SDGsの17項目の中から本研究課題と関連するものを選択し、番号をお知らせください。
※複数回答可
[image: ]※参考資料　https://www.un.org/sustainabledevelopment/sustainable-development-goals/
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